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直 接 経 費 関 節 経 費 合 計
平 成 1 6 年 度 4，100 0 4，100
平 成 1 7 年 度 4，200 0 4，200
iド成 1 8 年 度 3，700 0 3，700




















































































”Polymer－Confinement－hduced Nematic Transition of Microemulsion Droplet”，
Europhys．Lett．，71（No・3），494－500（2005）・















































































































































TOUR ： Tohoku University Repository 
コメント・シート 
 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学
在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOURに登録
しております。 
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http://ir.library.tohoku.ac.jp/ 
 
